
広 報

◇
　
　
い
ま
本
村
か
ら
の
出
か
せ
ぎ
者
は
六
百
二
十
人
に
の
ぼ
り
、
な
か
。
◇

◇
　
で
も
夫
婦
に
よ
る
出
か
せ
ぎ
者
は
十
八
家
庭
を
か
ぞ
え
、
子
ど
も
の
・
◇

◇
　
健
全
育
成
を
さ
ま
た
げ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
か
と
い
っ
て
、
留
守
家
庭
を
守
る
主
婦
に
こ
れ
と
い
っ
た
働
き
場
…
◇

◇
　
所
が
な
く
、
村
で
も
昨
年
か
ら
こ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
　
◇

◇
ｒ
が
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
の
内
職
を
は
じ
め
、
津
軽
塗
り
の
漆
器
生

・◇

◇
　
産
、
ス
ポ
ー
ツ
ぐ
つ
の
縫
合
な
ど
の
企
業
を
誘
致
。
七
十
人
の
人
た

。◇

◇
　
ち
が
働
い
て
い
ま
す
。
・
・
‥
…
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

津
軽
塗
り

（漆
器
）

県
立
木
造
職
業
訓
練
校
の
分

校
を
修
了
し
た
三
十
人
が
、
弘

前
市

・
久
保
漆
器
の
従
業
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

将
来
は
五
十
人
の
規
模
に
拡

大
す
る
予
定
で
、
現
在
十
人
の

人
た
　
が
訓
練
生
と
し
て
技
術

を
習
得
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

昨
年
六
月
か
ら
県
内
職
補
導

所
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
大

和
美
術
が
材
料
を
持
ち
込
み
、

各
家
庭
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

現
在
二
十
人
が
製
作
に
は
げ
み

一
日
三
百
円
―
四
百
円
の
収
入

熟
練
す
れ
ば
五
百
円
以
上
に
も

な
り
生
活
の
大
き
な
足
し
に
な

ス
ポ
ー
ツ
ぐ
つ
の
製
縫

九
月
か
ら
操
業
を
始
め
た
美

津
濃
ス
ポ
ー
ツ

（本
社

・
大
阪

）
は
、
野
球
用
ス
パ
イ
ク
の
製

縫
部
門
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
九
人
い
ま
す
が
、
月
産
五

千
足
、
日
産
二
百
足
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
軌
道
に
乗
れ
ば

月
二
万
円
て
い
ど
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
と
い
う
。

嘔

―

嘔

―
月No。 88
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一
　

　

本
村
で
は
、
第
二
期
山
村
振
興
事
業

の
四
十
八
年
度
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
　
　
一

一　
　
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
こ
の
事
業
は
国
や
県
の
補
助
対
象
事
業

に
な
ら
な

い
よ
う
な
も

の
を
取
り
上
　
　
一

一　
軒款ｒ同触制劇脚睡諜師じヽ興一構議け醐̈
・整締競桁［恥̈
敵。す中に齢　　一′だ

一
　

成
、
脇
元
漁
港
の
改
修

「基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
」

「肉
円
牛
肥
育
セ
ン
タ
ー
」
　

一

一　
　
の
新
設
、
学
校
プ
ー
ル
整
備
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
く
国
の
承
認
を
　
　
一　
年

一
　

受
け
れ
ば
、
四
十
九
年
度
か
ら
四
カ
年
計
画
で
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
一　
′

け，‐，，・・・，，‐，‐‐，‐，‐ｔ，・・。，，・，，‘‐，‐‐・‘，。，，，・，‐‐ｉｔ，，，，，‐‐‐‘‐‐・，，，，。，，０，，‐，・・，‐・，・・，，・・‐，・，。・。，‘‐‘，・，，，，，。・一
″゙

第

一
期

の
事
業
は

四
十
二
年

度
か
ら
四

カ
年
計
画

で
総
事
業

費
七
億
七

千
五
百
万

円
を
か
け

①
村
道
相

内
―
桂
川

相

内

―

十
三
線
の

整
備
②
脇

元
漁
港
の

防
波
堤
な

ど
の
建
設

③
百
五
十

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
造
林

事
業
④
製

氷
冷
蔵
所

（二
千
五

百
万
円
）

ｌ
ｎ
Ｎ

Ｉ

の
建
設
⑤
文
教
施
策
と
し
て
統

合
中
、
寄
宿
舎
の
建
設
、
教
員

住
宅
の
建
築
⑥
六
千
六
百
万
円

を
投
じ
相
内
地
区
に
簡
易
水
道

を
布
設
―
な
ど
、
各
種
の
施
策

を
と
お
し
て
事
業
を
完
了
しヽ
ま

①

格
内
―

太

田
線

の
舗
装
②

第

二
太

田
開
拓
線
③

太

田
本
線

の
改
良

・
舗
装

な

ど
十
事
業
合

せ

て
二
億

四
千

二
十

五
万

円
。

①
岩
井
、
実
取
地
区
合
せ
て

三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
造
成

②
脇
元
、
相
内
地
区
合
せ
て
百

五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
団
体
営
ほ

場
整
備
③
脇
元
漁
港
の
改
修
④

漁
場
改
良
⑤
六
十
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
造
林
―
な
ど
五
億
四
千
六

百
四
十
四
万
円

①
肉

用
牛

肥
育

セ

ン
タ
ー

⌒

九
百
平

方

層

の
畜

舎

二
棟

、
サ

イ

ロ
ニ
基

、
管

理
棟

一
棟

、
給

水
施

設

）
建

設
②

製

氷

冷
蔵
施

設

（
脇

元
漁

港

）
③

百

二
十
頭

の
肉

用
牛

導

入
―

な

ど

一
億

一

千
百

万

円
。

①
市

浦
中

、
脇

元
小

、
太

田

小

に
学
校
プ

ー
ル
建

設
②

教
員

住
宅
十
五
戸

建
設
―

に
八
千

五

十

万
円
。

①
基

幹

集

落

セ

ン
タ
ー

（
鉄

筋

三
階
建

て
五
百
平
方

肩
、
三

千
百
九

万
円

）
建

設
②

大

田
、

桂
川
地
区
簡

易

水
道

布
設
③

公

営
住

宅
十

戸

建
設
④

医

療
施

設

整
備

（
診

療
所

）
―

な

ど

に

一

億

五
千
八
百
九

十

万
円

。

①
脇
元
地
区
の
護
岸
建
設
②

相
内
川
の
改
良
③
治
山
事
業
―

な
ど
合
せ
て
二
億
四
千
三
百
五

十
四
万
九
千
円
。

十

一
月
は
、
秋
か
ら
冬
へ
の

衣
替
え
の
月
で
す
。
ま
だ
あ
た

り
の
様
子
は
秋
の
気
配
が
い
っ

ぱ
い
な
の
に
、
日
ざ
し
の
弱
さ
、

日
の
暮
れ
の
早
さ
、
朝
夕
の
手

足
の
冷
た
さ
…
…
な
ど
で
、
そ

ろ
そ
ろ
近
づ
い
た
冬
を
思
わ
せ

ま
す
。
冬
と
い
う
の
は
立
冬

（

七
日
）
か
ら
来
年
の
立
春

（
二

月
四
日
）
の
前
日
ま
で
の
こ
と

で
す
が
、
上
旬
は
ま
だ
そ
う
寒

く
な
く
、
日
中
は
天
気
も
定
ま

っ
て
静
か
な
日
和
が
続
き
ま

す
。し

か
し
、
日
あ
し
が
短
か
く

な
り
、
日
が
落
ち
て
か
ら
の
寒

さ
が
気
に
な
る
こ
の
ご
ろ
で

す
。
秋
か
ら
冬
へ
の
季
節
の
変

わ
り
目
は
、
か
ら
だ
が
ま
だ
ま

だ
寒
さ
に
な
れ
き
れ
な
い
の

で
、
日
中
の
暖
か
さ
に
頼

っ

て
、
ま
だ
大
文
夫
だ
ろ
う
な
ど

と
薄
手
の
服
装
で
出
か
け
、
タ

方
の
急
な
冷
え
こ
み
に
会
っ
て

カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
中
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

て
、
相
当
は
げ
し
い
活
動
を
し

て
も
大
し
て
汗
も
か
か
ず
に
い

ら
れ
る
気
持
ち
の
よ
い
季
節
で

す
。
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患者輸送用バスを購入

-42人乗りの最新型一

村
の
職
員
採
用
予
定
者

初
級
試
験
を
行
い
ま
す

こ
れ
ま
で
患
者
輸
送
に
使
っ
て
い
た

マ
イ
ク
ロ
パ
ス
が
古
く
な
っ
た
の
で
、

村
で
は
こ
の
ほ
ど
最
新
型
の
パ
ス
を
購

入
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
は
四
十
二
人
乗
り
の
中
型

で
三
百
二
十

一
万
四
千
円
で
購
入
し
た

も
の
で
す
。

医
師
が
常
駐
に
な
っ
た
こ
の
ご
ろ
で

は
患
者
数
も
増
え
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
は

輸
送
し
き
れ
な
く
な
り
、
こ
ん
ど
の
購

入
に
な
り
ま
し
た
が
、
太
田
、
脇
元
、

磯
松
地
区
の
患
者
さ
ん
か
ら
大
変
よ
ろ

こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
輸
送
の
ほ
か
に
も
使
用

で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
村
で
は
フ
ル
に

活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

市
浦
村
職
員
採
用
予
定
者
初

級
試
験
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

ほ
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
＝
事
務
職
員
、
保
母
若
干
名

②
受
験
資
格
＝
０
高
等
学
校

卒
業
ま
た
は
同
等
程
度
以
上
の

学
力
を
有
す
ち
も
の
で
、
満
二

十
五
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（

四
十
九
年
四
月

一
日
現
在
で
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
を
ふ

く
む
）
０
本
対
か
ら
通
動
可
能

の
者
。

０
第

一
次
試
験

〇
日
時
＝
昭
和
四
十
九
年

二
月
ご
ろ

〇
場
所
＝
青
森
市

○
試
験
の
種
類
＝
教
養
試

験
、
道
性
検
査
、
精
神

検
査

０
第
二
次
試
験
＝
青
森
で
受

験
し
た
第

一
次
試
験
合
格
者
に

つ
い
て
い
二
月
下
旬
市
浦
村
役

場
で
実
施
の
予
定
。

０
受
験
手
続

〇
受
付
期
間
＝

一
月
五
日

ご
ろ
か
ら
二
十
日
ま
で

〇
提
出
書
類
＝
受
験
書

（

役
場
備
え
付
け
）
、
履

歴
書
、
健
康
診
断
書
、

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
、

保
母
資
格
証
明
写
。

な
お
、
こ
の
試
験
は
県
人
事

委
員
会
に
委
託
し
て
行
う
も
の

で
、
合
格
さ
れ
た
人
は
市
浦
村

職
員
採
用
候
補
者
名
簿
に
高
点

順
に
登
録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
採
用
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長
＝

三
和
貞
三

（経
済
課
長
）
▽
経

済
課
農
政
係
＝
古
川
徹

（総
務

課
）
▽
総
務
課

（議
会
担
当
）

＝
安
保
隆
悦

（経
済
課
）

な
お
経
済
課
長
は
当
分
の
間

二
重
助
役
が
兼
務
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
と
し
て
補
装

具
の
給
付
を
受
け
た
い
。

間
　
私
は
身
体
障
害
者

（

肢
体
不
自
由
）
で
す
が
、
補

装
具
の
給
付
を
受
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
お
知

ら
せ
ね
が
い
ま
す
。

（十
二

地
区

・
Ｔ
生
）

答
　
身
障
者
の
補
装
具
は

障
害
に
よ
る
機
能
の
低
下
を
補
っ
て
日
常
生
活
、
職
業

上
の
能
率
向
上
に
役
立
て
る
も
の
で
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
交
付
し
た
り
、
修
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
申

請
を
受
け
た
福
祉
事
務
所
で
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
、

場
所
に
よ
っ
て
指
定
医
師
の
意
見
を
き
い
た
う
え
身
障

者
福
祉
司
が
調
査
し
て
、
交
付
の
要
否
を
き
め
ま
す
。

そ
し
て
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
本
人
の
負
担

能
力
に
応
じ
た

一
部
負
担
額
を
算
出
し
、
補
装
具
製
作

業
者
か
ら
の
見
積
書
も
検
討
し
た
う
え
で
交
付
の
決
定

を
し
ま
す
。
福
祉
事
務
所
で
は
毎
年
、
巡
回
診
査
、
更

生
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
．

く
わ
し
い
こ
と
は
民
生
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

321万 円で購入した中型バス

属

税
は
、
納
期
内
に

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は

十

一
月
二
十
日

（
金
）

●
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め
ま
し
ょ
う

五
所
川
原
県
税
事
務
所

ひらだ
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一乗るなら飲まない、飲ませない一

-12月 :0日 か ら14日 まで一

口
易

勇

詳

超

警
察
の

「住
民
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

住
民
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
金
銭

の
貸
借
、
土
地
家
屋
等
の
生
活

問
題
、
交
通
問
題
、
さ
ら
に
は

暴
力
団
員
に
よ
る
被
書
、
い
や

が
ら
せ
等
の
暴
力
問
題
の
ほ
か
、

警
察
業
務
全
般
に
つ
い
て
の
要

望
、
意
見
あ
る
い
は
苦
情
等
の

窓
口
と
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
曜
、
祭
日
を
の
ぞ
く
毎
日

午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午
後
四

時
ま
で
執
麟
れ
、
み
な
さ
ん
の

お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

ナ
ｏＯ

こ
ま

っ
て
い
る
こ
と

●
ま
よ

っ
て
い
る
こ
と
・

●
な
や
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
警
察
の

「

住
民
コ
ー
ナ
ー
」
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
身
に
な
っ

て
、
あ
な
た
と
と
も
に
処
理
い

た
し
ま
す
。

（金
木
警
察
署
） 「

製
Ｎ

Ｉ

酔
っ
払
い
運
転
に
よ
る
事
故

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
し
か

も
他
の
原
因
に
よ
る
事
故
よ
り

も
被
害
の
程
度
が
大
き
い
の
が

特
徴
で
す
。

「
一
杯
く
ら
い
な
ら
、
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
だ
…
」

「ま
だ
酔
っ

て
い
な
い
。ご
　
「少
し
は
酔
っ

て
い
る
が
、
運
転
は
慣
れ
て
い

る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
…
」

こ
ん
な
考
え
方
が
大
事
故
の
も

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酒
を
す
す
め
る
側
に

も
責
任
が
あ
り
ま
す
。

「久
し

ぶ
り
だ
ね
。

一
杯
ど
う
か
ね
…

…
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
か
ら

「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
少
し

，
ぐ
）

ら
い
は
…
」
と
無
理
に
す
す
め

る
人
な
ど
。
い
ず
れ
に
し
て
も

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
思
い
が

け
な
い
事
故
に
な
る
の
で
す
。

寒
き
が
き
び
し
く
な
る
こ
れ

か
ら
が
、
酔
っ
払
い
運
転
に
よ

る
事
故
も
ふ
え
る
季
節
で
す
。

車
を
運
転
す
る
人
も
、
ま
わ
り

の
人
も
、

「飲
む
な
ら
乗
る
な

」

「乗
る
な
ら
飲
む
な
」

「乗

る
者
に
は
飲
ま
せ
る
な
」
を
必

ず
実
行
し
、
酔
っ
払
い
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
を
締
め
出
し
ま

住
民
サ
イ
ド
の
健
康
福
祉
行

政
の
確
立
を
目
ざ
し
て
昨
年
、

第

一
回
の
村
民
健
康
会
議
を
開

き
ま
し
た
が
、
第
二
回
の
村
民

健
康
会
議
を
開
く
前
に
各
地
区

ご
と
に
移
動
民
生
課
と
も
い
う

べ
き
座
談
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り

開
き
ま
す
。
多
数
お
い
で
く
だ

さ
い
。

各
会
場
と
も
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
妊
婦
、
乳
幼
児
の
保

健
相
談
、
国
民
年
金
相
談
、
午

後

一
時
か
ら
二
時
ま
で
成
人

・

老
人
健
康
相
談
、
午
後
六
時
か

ら
九
時
ま
で
座
議
会
を
開
き
ま

す
。▽

十
二
月
十
日
＝
十
三
公
民

館
▽
十
二
月
十

一
日
＝
脇
元
公

民
館

▽
十
二
月
十
二
日
＝
相
内
小

学
校
　
　
　
　
　
　
・

▽
十
二
月
十
三
日
＝
太
田
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
十
二
月
十
四
日
＝
旧
桂
川

分
校
舎

な
お
当
日
は
、
希
望
す
る
か

た
の
血
圧
測
定
、
検
尿
も
行
い

ま
す
。

◎
村
側
の
出
席
者
＝
村
長
、

民
生
課
長
、
企
画
室
長
、
診
療

所
事
務
長
、
国
保
、
国
民
年
金
、

社
会
福
祉
係
、
保
健
婦
。

日
赤
評
議
員
が

改
選
さ
れ
ま
す

赤
十
字
社
員
の
中
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
現
評
議
員
は
、
昭

和
四
十
九
年
二
月
十
三
日
で
全

国
い
っ
せ
い
に
任
期

（三
カ
年

）
満
了
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
評
議
員
は
規
則
に
よ

っ
て
各
市
町
村
分
区
の
社
員
の

中
か
ら
選
ば
れ
る
評
議
員
推
せ

ん
委
員
に
よ
り
、
十
二
月
中
に

決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
評
議
員
と
い
う
の
は
、

日
赤
青
森
県
支
部

ヽ
の
重
要
な
業

務
に
つ
い
て
審
議
し
、
支
部
長

の
請
間
に
こ
た
え
る
ほ
か
、
代

議
員

（本
社
）
、
支
部
長
、
副

支
部
長
、
監
査
委
員
の
選
出
に

あ
た
り
ま
す
。
北
郡
の
定
数
は

二
人
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

民
生
課
福
祉
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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・２
年
目
で
本
格
的
年
金
時
代
に

一　
　
母
子

・
遺
児
年
金

一

年
額
二
十
四
万
円

（現
行
十

万
八
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
加
算
の
子

一
人
に

つ
き
年
額
九
千
六
百
円

（現
行

四
千
八
百
円
）
、
二
人
目
か
ら

年
額
四
千
八
百
円
加
算
さ
れ
ま

す
。

■
旧
一

二
十
五
年
附
加
保
険
料
を
納

め
た
場
合
は
、
年
額
六
万
円

（

現
行
五
万
四
千
円
）
が
、
定
額

分
の
老
令
年
金
の
額
に
上
積
み

さ
れ
ま
す
。

◎
定
額
分
の
か
け
金
＝
月
額

九
百
円

（
改
正
前
五
百
五
十

円
）◎

附
加
年
金
の
か
け
金
＝
月

額
四
百
円

（改
正
前
三
百
五
十

円
）◎

五
年
年
金
の
か
け
金
＝
月

「行
政
の
複
雑
化
に
よ
っ

て
、
お
役
所
に
対
す
る
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
反
面
、

額
Ｌ
督

円

（
改
正

前

七
百

五
十

円

）こ
れ

ら

の
か

け
金

は
四
十
九

年

一
月

か
ら
引

き
上
げ

ら
れ
ま

す
。年

金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

私
的
な
相
談
も
目
立
っ
て
多

一
語

一
語
噛
み
じ
め
る
よ

う
に
話
す
鳴
海
さ
ん
。
い
か

に
も
完
成
さ
れ
た
人
間
の
ま

ろ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

「直
接
住
民
と
ハ
ダ
の
ふ

れ
合
い
を
保
ち
な
が
ら
、
ど

ん
な
小
さ
な
苦
情
で
も
聞
い

し
た
。

（十
月

一
日
実
施
）

老
齢
福
祉
年
金
＝
年
額
六
万

円

（現
行
三
万
九
千
六
百
円
）

障
害
福
祉
年
金
＝
年
額
九
万

円

（現
行
六
万
円
）

母
子

（準
母
子
）
福
祉
年
金

＝
年
額
七
万
八
千
円

（現
行
五

万

一
千
六
百
円
）

み
が
生
ん
だ
苦
情
は
、
そ
れ

だ
け
に
む
ず
か
し
い
と
も
ら

す
。

「出
か
せ
ぎ
に
し
て
も

高
収
入
だ
け
を
望
む
の
は
無

理
で
、
こ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
起
り
ま
す
。
先
ず

は
安
全
就
労
、
留
守
家
庭
対

策
等
を
立
て
る
べ
き
で
す
」

小
学
校
を
卒
業
し
た
だ
け

国
民
年
金
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら

十
二
年
目
で
、
本
格
的
な

年
金
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
に
発
展
し
ま
し
た
。

◎
五
年
年
金
＝
年
額
九
万
六

千
円

（現
行
三
万
円
）

一　
　
　
通
算
老
齢
年
金
　
一

年
金
額
の
計
算
基
礎
額
が
変

り
ま
す
。

現
　
行
　
一二
百
二
十
円
×
保

険
料
納
付
月
数

改
正
後
　
八
百
円
×
保
険
料

納
付
月
数

た
だ
し
、
明
治
三
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四

月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
に
つ

い
て
は
特
別
に
八
百
円
を
千
二

百
円
で
計
算
し
ま
す
。

一　
　
　
　
　
障
害
年
金
　
一

◎

一
級
障
害
＝
年
額
三
十
万

円

（現
行
十
三
万
二
千
円
）

◎
二
級
障
害
＝
年
額
二
十
四

万
円

（現
行
十
万
五
千
六
百
円

）

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
来
年

一
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

一　
　
　
　
　
老
齢
年
金
　
一

二
十
五
年
保
険
料
を
納
め
た

場
合
は
年
額
二
十
四
万
円

（現

行
九
万
六
千
円
）

◎
十
年
年
金
＝
年
額
十
五
万

円

（現
行
六
万
円
）

庶
民
の
力
に
な
っ
て
苦
情
処
理

検
定
試
験

に
合
格
し

た
苦
学
力
行
の
人
で
あ
る
。

て
や
る
こ
と
が
、
そ
の
人
に

脇
元
、
小
泊
、
中
里
な
ど
郡

満
足
感
を
あ
た
え
、
感
情
の

下
各
中
学
校
長
を
歴
任
。
四

定
ま
り
を
持
た
せ
ま
す
」

十
二
年
二
月
退
職
し
た
。

庶
民
の
力
に
な
る
こ
と
を

仏
教
か
ら
学
ぶ
人
生
の
境

生
活
の
目
標
に
置
き
、
時
に

地
を
開
き
、
俳
句
を
趣
味
と

よ
っ
て
は
半
日
が
か
り
の
相

し
て
い
る
。

談
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
い
わ
ば
社
会
的
な
ひ
ず
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内

英
　
太
　
郎

於
薇
嘲
気
お
艶
認
鱒
）
は
、

古
代
安
日
彦
、
長
髄
彦
の
遺
骸

を
再
葬
し
た
墓
地
と
い
わ
れ
、

長
髄
神
社
を
建
て
て
福
島
城
の

館
神
と
し
て
崇
押
し
た
。
建
久

二
年

（
〓
空
）
安
倍
神
社
と
し

て
再
建
し
た
が
、
応
永
二
十
三

年

（
西
乗
）
福
島
城
と
と
も
に

焼
失
し
た
。
延
徳
二
年

（
西
九
〇

）
、
天
真
名
井
宮

（あ
ま
な
い

の
み
や
）
が
御
幸
し
て
、
往
古

の
安
倍

一
族
を
し
の
び

「御
世

堂
」
と
号
し
て
一
宇
を
建
立
し

た
。
そ
の
後
、
元
文
三
年

⌒
毛

〓こ

、
藩
の
寺
社
令
に
よ
っ
て

御
伊
勢
宮
と
称
さ
れ
た
が
、
弘

化
二
年

⌒
天
里
）
に
こ
れ
を
神

明
宮
と
改
め
ら
れ
た
。

お
せ
ど
う
員
塚

大
正
十
年
ご
ろ
県
道
の
切
り

下
げ
工
事
で
員
塚
が
出
土
し
、

縄
文
土
器
、
石
器
が
数
多
く
発

掘
さ
れ
た
が
四
散
し
た
。
同
十

二
年
に
は
人
骨
も
発
見
さ
れ
、

東
北
大
学
で
調
査
し
、
土
器
と

と
も
に
同
大
学
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
九
月

十
八
日
、
県
道
拡
幅
工
事
中
に

斜
面
か
ら
縄
文
前
期
と
思
わ
れ

る
土
器
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は

現
在
村
が
保
管
し
て
い
る
。

高
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
上
部
は

平
坦
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

森
全
体
が
遺
跡
と
し
て
保
護
さ

れ
て
い
る
。

「十
三
往
来
」
に

「浜
の
大

明
神
の
社
頭
を
拝
し
奉
れ
ば
甍

（
い
ら
か
）
を
並
べ
五
饉
立
囲

み
て
厳
か
Ｌ
拝
殿
の
床
十
余
丈

―

餃
Ｎ

Ｉ

遠
く
鳥
居
を
立
て
版
の
間
切
石

を
畳
み
て
瑠
璃
殿
に
異
な
ら
ず
、

此
の
明
神
の
本
地
を
尋
ね
奉
れ

ば
東
土
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
医

王
の
善
誓
跡
を
垂
れ
給
ふ
事
歳

久
し
く
十
二
大
願
の
網
を
法
目

の
海
に
張
り
無
縁
の
群
集
を
救

わ
ん
為
め
仮
り
に
瓦
礫
塵
砂
に

身
を
交
へ
風
波
を
海
辺
に
担
ひ

て
跡
を
た
れ
給
ふ
こ
と
庭
に
悲

願
頼
母
敷
き
霊
地
な
り
」
と
あ

長
寛
二
年

（
〓
六
じ

、
安
倍

十
郎
高
恒
が
十
二

（と
さ
）
浜

明
神
口
伊
都
伎
島

（厳
島
）
神

社
の
分
霊
を
祀
り
、
平
氏
の
印

許
を
う
け
て
成
棟
し
同
年
十
月

十
三
浜
明
神
に
平
清
盛
、
教
盛
、

経
盛
は
、
平
氏
の
安
泰
を
祈
っ

て
発
願
文
を
捧
げ
て
い
る
。

現
在
、
湊
神
社
の
あ
る
所
が

そ
の
跡
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
多
く
の
仏
像
が
町
奉
行

の
手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
い

ま
の
社
は
延
宝
四
年

⌒
冥
六
〓

四
月
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

十
二
部
落
か

ら
南
へ
四
キ
ロ

で
車
が
通
れ
る
。

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
に

育
て
て
く
だ
さ
い

梶
浦
　
智
之

（十
三
）
喜

一
郎

野
宮
　
博
行

（相
内
）
義
　
孝

石
岡
ち
は
る

（脇
元
）

一　
武

二
藤
部
昭
和

（脇
元
）
兼

一
郎

加
藤
　
治
子

（脇
元
）
孝
　
治

櫛
引
　
　
透

（脇
元
）
範
　
忠

秋
月
　
範
靖

（十
三
）
忠
　
孝

竹
谷
　
哲
史

（脇
元
）
春
　
逸

萬
谷

　

太

（脇
元
）
衛

成
田
　
勝
成

（脇
元
）
勲

櫛
引
　
仲
子

（脇
元
）
二
三
蔵

三
和
　
　
党

（相
内
）
徳
　
衛

奈
良
　
康
智

（相
内
）
喜
　
夫

長
利
　
豪
美

（太
田
）
藤
　
雄

健
夫

（相
内
）
秀
　
雄

康
夫

（相
内
）
秀
　
雄

忍

（磯
松
）
忠
　
昭

美
穂

（脇
元
）
修
　
一

人
生
第
二
の
ス
タ
ー
ト

を祝相します

・（鱚
『
一縣
一

（刹海　籠群｛相油一

（覇情　獄神
一い輛一

（鰤刺　籍議
一瑚商店原）

（錮財　腑轟
｛翻紳｝

（』脚　朔“
一樹嗣一

（抑蜘　期同
一燎晴一

（坤封　郎繊
一＝〓一

■んでいはい”ます

新
岡
　
サ
キ

（十
三
）
７２
才

三
和
　
み
わ

（相
内
）
８６
才

三
浦
　
義
美

（相
内
）
６２
才

成
田
　
み
ゑ

（脇
元
）
８３
才

佐
藤
萬
次
郎

（相
内
）
８３
才

"""m:mimmm日 召利148年 ■1月 15日 mmmmmmm"‖ ‖
“
‖:‖‖IH“ mm‖叫mmm広

大正 13年おせ ど う員塚 か ら出土 した
人骨 。現在東北大学 に保 管 されてい
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